
「第２次雲南市農業ビジョン（案）」に関する 

パブリック・コメント（意見募集）の結果及び 

意見・提案に対する市の考え方について 

 

・公表したい資料 第２次雲南市農業ビジョン（案） 

・意見募集期間 令和５年２月１７日～令和５年３月９日 

・資料等公表場所 市役所農林振興部農政課、雲南市ホームページ 

・意見提出人数 １人 

・意見提出件数 ９件 

・お寄せいただいたご意見・ご提案と市の考え方 

№ 提出されたご意見・ご提案 ご意見・ご提案に対する市の考え方 

   ご意見・ご提案ありがとうございま

す。 

 この度頂いたご意見により、ビジョ

ン記載内容を一部修正致しました。 

 また、その他のご意見につきまして

も、貴重なご意見として参考にして、

今後の個別の取組を進めて参りたいと

考えます。 

 尚、ご意見に対する個別事項の考え

方は以下の通りです。 

１ 雲南市では、平成 30 年 3 月に｢雲南市農

業ビジョン｣を策定し とありますが市ホ

ームページを見ましても載っていません

でした。ご開示、ご公表をお願いします。

ホームページへの掲載 

 

雲南市農業基本構想、雲南市水田収益力強

化ビジョン、雲南市中山間地農業ルネッサ

ンス事業計画などがあるそうですが市ホ

ームページを探しましたが載っていませ

んでした。ご開示、ご公表のほどお願いし

ます。ホームページへの掲載 

雲南市農業基本構想、雲南市水田収益

力強化ビジョン、雲南市中山間地農業

ルネッサンス事業計画を雲南市ホーム

ページに掲載いたします。 

２ スマート農業普及のための環境整備 

データ駆動型農業の実践・展開支援事業 

ICT 技術を活用した栽培管理の高度化、生

第２次雲南市農業ビジョン（案）で

は、農業の現場では労働力の確保とと

もに、農作業の省力化や生産コスト低



産性の向上 

スマート農業機械の導⼊による省力化，軽

労化の実現 

ドローンやラジコン草刈機 ドローン防

除 

省力化の仕組みづくり 

ロボット草刈機を活用し省力化 

水田の水管理 遠隔監視 遠隔操作 

鳥獣罠センサー 自動走行農機 

補足 

センサーやリモート制御による農機等の

遠隔操作 

ドローン等を活用した農薬や肥料の適量

散布 

AI 等を活用した熟練者の技術の再現 

アシストスーツを活用した作業の軽労化 

減が重要な課題であり、ロボット、AI、

IoT などの先端技術を活用した省力化

技術の導⼊を進める必要があると認識

しております。 

また、スマート農業等の推進につい

て、これまでもドローンやラジコン草

刈機、水田センサー等の導⼊を支援し

ており、様々な具体的な取組は、毎年

度開催します雲南市農業再生協議会総

会に諮り、現状に即した年度計画を策

定し、実行することとしております。 

３ 花卉と果実（物）と茶について特に触れら

れていないのは何故か。 

支援策などはあるのか。 

花卉、茶、果実（果物）への支援 市内で

すと砂子原のお茶、三代の葡萄 

 

果樹、花卉生産振興支援事業 

 植栽条件整備支援、機械等購⼊支援 

機能性作物等活用事業 

堆肥購⼊促進事業 

農業ビジョンの基本施策４「園芸作

物生産の振興」において、「園芸品目の

生産・加工に関する整備」、「特産とす

べき園芸作物の拡大」の２項目で、園

芸品目の生産について整理していま

す。  

花卉、果実、茶等につきましては、こ

れまでも振興しており、今後も継続し

ます。尚、支援策として産地交付金、園

芸振興事業補助金等があります。 

４ 基本施策 10 鳥獣被害防止の取組 

鳥獣被害防止対策等の推進 

 

＜対策のポイント＞ 

農作物被害のみならず農山漁村での生活

に影響を与える鳥獣被害の防止のため、鳥

獣の捕獲等の強化への取組等を支援する。 

 

＜事業目標＞ 

○ 農作物被害を及ぼすイノシシ、サル等

 鳥獣被害対策は、防護策等による防

除及び管理の徹底、餌となる食物残渣

等の適切な管理、適切な駆除が基本と

なります。県や猟友会等と連携し鳥獣

被害防止の取組を強化して参ります。 

具体的な取組につきましては、毎年

度開催します雲南市農業再生協議会総

会に諮り、現状に即した年度計画を策

定し、実行することとしております。 

 特に ICT 機器（ドローン、GPS 装置



の生息頭数を平成 23 年度から半減 対策

強化 

 

１．鳥獣被害防止総合対策交付金 

市町村が作成した「被害防止計画」に基づ

く取組等を総合的に支援する。 

① 侵⼊防止柵、焼却施設、捕獲技術高度

化施設の整備、既設柵の地際補強資材等の

支援(※１、柵を直営施工する場合は定額

支援) 

② 地域ぐるみの被害防止活動・捕獲等の

強化 

ア 捕獲活動経費の支援(獣種等に応じた

上限単価以内での定額支援 

ウ 被害対策に係る ICT 活用の定着に向け

た取組の支援 

エ 鳥類に対する地域ぐるみの総合的な対

策の支援 

侵⼊防止策の設置や捕獲機材の導⼊ 

刈り払い等による生息環境管理 

捕獲活動経費の支援 

オ クマ、鳥類に対する総合的な対策の支

援〔限度額内で定額支援〕 

 

捕獲等の強化 

①ICT 活用の定着に向けた取組の推進 

データを活用した鳥獣被害対策や、ICT を

活 

用できる人材の育成等を支援 

被害等の可視化、対策への活用 

ドローン操作技術の習得 

鳥類に対する総合的な対策の実施 

地域ぐるみで行う 

計画的な鳥類の追払い等を支援 

 

鳥獣被害対策推進枠 

等）を活用した行動監視や近隣市町村

を含めた広域駆除の取組も推進して参

ります。 



 

・多面的機能支払交付金のうち、多面的機

能の増進を図る活動等の一部 

・中山間地域等直接支払交付金のうち、生

産性向上加算、集落機能強化加算等の一部 

・農山漁村振興交付金のうち、最適土地利

用総合対策、山村活性化対策、中山間地農

業推進対策の一部 

 

鳥獣被害防護柵設置事業 

電気柵設置事業 

 

塗炭、金網等防護柵設置事業 

 

対象外 のり網や識別テープ（ピンクテー

プ等） 

５ (5)女性が能力を発揮できる環境づくり 

地域における女性活躍推進事業 

地域の女性活躍の実情に応じて行う、女性

農業者の育児と農作業のサポート活動支

援、男女別トイレや更衣室、休憩室、託児

スペース等の確保女性が働きやすい環境

の整備、地域の女性農業者グループの活動

推進、地域を牽引する女性リーダーの育成

等の取組を支援します。 

環境整備 

女性が働きやすい環境の整備 

簡易な改修やリース等 

高さが調整できる作業台、 

アシストスーツ等の確保を支援 

女性が能力を発揮できる環境づくり

につきまして、ご意見にあります「女

性が働きやすい環境の整備」という表

現につきまして、環境の整備も併せて

推進して行く表現に改め、尚、具体的

な取組につきましては、毎年度開催し

ます雲南市農業再生協議会総会に諮

り、現状に即した年度計画を策定し、

実行することとしております。 

６ 基本施策 4 

園芸作物生産の振興(4)学校給食野菜の供

給体制の維持・拡大 

みどりの食料システム戦略推進総合対策 

消費・安全対策交付金 3 食育の推進 

④ 学校給食における地場産物活用 促進 

具体的な取組につきましては、毎年

度開催します雲南市農業再生協議会総

会に諮り、現状に即した年度計画を策

定し、実行することとしております。 

国の事業につきまして、活用を検討

します。 



７ 1)-①-ア) 農道の管理 

(2)-1-ア）農道の路面維持 

市内の農道の中でも交通量が大変多い 

斐伊農免道（県道 24 号木次町山方交点か

ら県道 45 号木次町里方交点まで）の維持

補修修繕を日頃からしっかり行っていた

だきますようお願いします。また、塔之村

橋の補修、耐震補強も併せてお願いしま

す。この農道の沿線には学校給食施設や新

興住宅団地等もあるため猶更です。 

安全な通行のための管理をしており

ますが、利用者からの一報も参考にし

ております。修繕等が必要な箇所があ

ればお知らせください。 

また、橋梁については定期的な点検

を実施しながら維持管理を行っていき

ます。 

８ 第 5 章 施策の方向性 1 担い手の育

成・確保(4) 

農地利用効率化等支援交付金 

・スマート農業優先枠 

ロボット技術・ICT 機械等の導⼊（農業支

援サービス事業体の取組も対象） 

 

農業農村整備事業 

農業の成長産業化に向けた農業生産基盤

整備 

（農業競争力強化対策） 

 

農山漁村振興交付金 

のうち 

情報通信環境整備対策 

農業農村インフラの管理の省力化・高度化 

光ファイバ 

農作業体験施設 活性化施設の公衆無線

LAN 

地域活性化、スマート農業の実装の促進 

具体的な取組につきましては、毎年

度開催します雲南市農業再生協議会総

会に諮り、現状に即した年度計画を策

定し、実行して行くこととしておりま

す。 

国の事業につきまして、活用を検討

していきます。 

９ 定期的に市の農業施策についてのご意見、

ご要望、ご提案を伺う市民向けのアンケー

トなどを実施されてみては。 

 

国が設けている用意している農業振興の

交付金、補助金を最大限使い利用し精一杯

 農業施策についてのアンケート等に

つきましては、必要に応じて、実施し

たいと考えます。 

また、国の事業につきまして、活用

を検討していきます。 



市内の農業振興に図ってもらいたい。 

 

 


